
  
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 5年度の湧水モニタリングが始まります。！ 

昨年度に引き続き、今年度も湧水モニタリングを実施いたしま

す。令和2年度から、原則3年に1回の調査に切替えてから作年度

調査で一巡しました。今年度からは2巡目の調査となります。これ

まで参加できなかった会員の皆様もぜひご参加ください。 

調査日程が未定の地点については決まり次第、メールにてご案内

いたします。 

参加ご希望の方は 事務局（080-6515-6497、officeiwe.wakimizu@gmail.com）にご連絡ください。 

 

【令和5年度 湧水モニタリング予定表】 

 

エリア 地点名 調査予定 エリア 地点名 調査予定
印旛沼 くもの井 2023.7.21九十九里 猿田神社裏の湧水 未定

印旛沼 吉岡の湧水群 2023.11.3九十九里 龍福寺の湧水 未定

印旛沼 武西の湧水 未定 九十九里 熊野清水 未定

印旛沼 大田ビオトープ 未定 九十九里 かくれ水 未定

印旛沼 山之田谷津の湧水群 2023.7.21九十九里 犬吠埼湧水 未定

印旛沼 天神谷津湧水 2023.7.21内房 姉崎神社の御神水 未定

印旛沼 法宣寺の湧水 2023.11.3内房 水神谷津湧水 未定

印旛沼 子也清水 2023.11.3内房 吉井の大井戸 未定

手賀沼 四季の丘湧水 2023.11.12内房 生きた水久留里（高澤の水） 未定

手賀沼 増尾湧水 2023.11.12内房 白雲水 未定

奥東京湾 滝不動 2023.11.12内房 大坂湧水 未定

奥東京湾 宮の下湧水 2023.11.12利根川 香取神宮の湧水 未定

奥東京湾 幸田湧水 2023.11.12利根川 東栄寺の湧水 未定

奥東京湾 前ヶ崎中湧水 2023.11.12利根川 法乳泉 未定

奥東京湾 千駄堀湧水広場 2023.11.12

奥東京湾 ホタルの泉 2023.11.3太字：イオン分析対象
奥東京湾 大藪池の湧水 2023.11.3
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「郡上八幡名水めぐり」報告 

ご報告が遅くなりましたが、令和4年10月22日に実施し

た巡検の様子をご報告します。名水で名高い郡上八幡市に立ち

寄り、市内の名水めぐりと称して巡検を行いました。巡検地が

遠方ということもあって、参加者は瀧理事と岩井理事の2名で

した。名水百選第1号の「宗祇水」をはじめ、「いがわ小径」や

「やなか水の小道」など水を主役にした情緒あふれる城下町

を、ゆったりと3時間ほどかけて散策しました。現在は観光用

に保全・整備されていますが、「水船」や「宗祇水」などには生

活に密着した水との関りが強く感じられます。昭和の時代にワ

ープしたようなレトロな街並みと水とのコラボが見事に調和

し、水の魅力を生かした街づくりに魅了されました。皆さんも、

機会がありましたら、ぜひ足を運んでみてください。 

飛騨山地の大規模な水源を背後に抱え、長良川に注ぐ吉田川の清流など千葉県と水文地質環境が全

く異なりますが、下総台地の豊かな地下水をどう生かすか、課題が見えた気がします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長良川の清流 

（長良川テル同車窓より） 

郡上八幡散策マップ 

出典 https://www.mapple.net/article/92755/ 

やなかの水小径 

マンホールにも錦鯉が！ 

日本名水百選第1号「宗祇水」水源

には水神様が祀られています。 

町の軒下にみられる水船

が！ 

「いがわ小径」この水路は

防火用水や生活用水に使

用されています。 

飲食店には戦国時代の武将黒田官兵衛の「水五訓」

が飾られ、地域一体として水への関りが深いことと

がわかります。5番目は水循環のことですね。 



 

「大出水の湧水
お お で み ず ゆ う す い

」 
                               紹介者  中村 正直 

所在地：鹿児島県霧島市横川町下ノ久留 味川流域 

 

おおでみず、と読みます。JR九州・肥薩線霧島温泉駅の南

西約２km、昭和、平成、名水百選総選挙のいずれにも該当は

していませんが、個人的にはお気に入りの一つです。何が良い

かといえば、まずはアクセスしづらいこと（観光地化していな

い）、行けばきれいに整備してあり駐車場もあること、水量が

豊富なこと、でしょうか。 

霧島火山山麓というロケーションは、関東で言えば富士山と

か八ヶ岳山麓の湧水群と同じイメージですが、アクセスの悪さ

から人が少ないですね。とにかく途中の道は狭く、ナビの案内

でも不安になりました。駐車場から川に降りる階段はきれいに

整備され、さらに奥の湧出地点まではデッキが整備され、湧き出し口を観察できます。説明板によれば

水温は年平均15℃、毎分22m3の水が湧出しているそうです。水が底から湧き出している勢いが分か

ります。分析機関の水質検査結果書が貼って有りました（飲料可とは書いていないけれど、水道法が定

める基準値が併記されていました。飲めます）。川まで下りるのが、そして水を運ぶのが大変なので、

駐車場の脇に手押しポンプが据え付けてあり、水を汲めるようになっていることから、それなりに人が

来ているようですね。 

ついでに見学するならば昭和の名水百選にも紹介されている丸池湧水もお勧め、ここから車で30分

の距離です。南九州に行かれたなら、馬刺しやキビナゴ、さつま揚げ、一文字グルグル、からし蓮根も

良いですけれど、湧水探訪も付け加えてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

おすすめ！ 

ｍｙわきみず 

駐車場から川へ降りる階段。き

れいに整備され、歩きやすい。 

道は左奥へ続く 

 

階段を降りるとデ

ッキへ続き、その左

右に湧出口がある。 

 

水底から勢いよ

く湧き出ている 

階段上の脇にある手押しポンプ。 

湧き水をくみ上げることができる。 
こちらは崖からの湧出。 



テ ー マ：印旛沼流域の谷津の再生を目指して、谷津の形成史、谷津の機能、地域の連携などをテー

マに現在作成中です。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 編集後記 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

5類にランクが下がった新型コロナウィルスですが、身近

な人が感染するようになりました昨年まで慣れたマスクも

最近鬱陶しさを感じるようになり、いつ感染してもおかしく

ない日常を過ごしています。最近、今さらですが、ＮＨＫの

番組にほだされ地球史、日本列島の形成史に興味を持ち、本

を買いあさりました。学生時代、いったい何を勉強してきた

のでしょうね。それにしても、地球のイベントのほとんどが

プレートテクトニクス理論で説明できる！？  でも地震の

発生理論は解明できていない！(K） 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

（１） 定款の変更について 
令和5年5月20日に開催された第21回通常総会において、定款の変更が承認 

されました。 

主な変更は以下の2点です。詳細は右のQRコードもしくはURLをご覧ください。 

https://drive.google.com/file/d/11zf0r0HMfPBFcJlee-eaLukSa5Ariqbj/view?usp=sharing 

① 第2条 事務所の主たる住所及びその他の住所について 
② 第5条 事業内容の変更（アクアミュージアムの項目を削除） 

（２） 特定非営利法人水環境研究所の住所が変わりました。 
令和5年6月より住所が変わりました。新しい住所は以下の通りです。 

(新住所)〒262-0005 千葉市花見川区こてはし台3-19-18 

（３） 令和５年度会費の納入のお願い 
会員の皆様には会費納入のお願いをしております。 

お支払方法：銀行振り込み 千葉銀行 本店営業部（普通）３７０６９７７  

ゆうちょ銀行 店番０５８ (普通) ７６２４１５８ 

本法人は皆様の会費により運営されており、活動に伴う消耗品や活動参加者への交通費、日当等に充

てられています。どうぞ会員の皆様方には、ご理解とご協力のほどお願いいたします。 

（１） 勉強会の開催 

以下の日程で内部勉強会を開催します。当法人の会員だったらどなたでも参加できます。皆

様ぜひご参加ください。予約は不要です。当日そのままお越しください。 

 開催日時；令和5年10月21日(土) 午前10：00～12：00 
 会  場：佐倉市志津公民館 201会議室（京成志津駅徒歩1分） 
 テーマ：下総台地12万年の変遷（公開講座のプレ講演としてお話します） 
 講師：近藤昭彦理事長 

（２） 令和5年度印旛沼公開講座 

下記の日程で公益財団法人印旛沼環境基金主催の公開講座が開催されます。講師は当NPO法

人のメンバーが担当します。皆様、ぜひご参加ください。 

テーマ：印旛沼を育む台地の成立ちと恵み 

1回目：令和5年12月2日(土) 講師 近藤昭彦 10：00～11：30 

2回目：令和5年12月９日(土) 講師 岩井久美子 梅里之朗 10：00～11：30 

会場：ミレニアムセンター佐倉 ホール 

 


